
活動内容と成果
まちづくり、自然保護、里山保全等の団体と連携し、
●�実践的で分野横断的な人材の育成講座を9回開催
し、145人が参加した。また、福島県福島市・二本
松市・会津市等の先進地域の視察研修を実施
●�地域課題とその再生、未来ビジョンを具体的に考
える場として上映会を開催し、65人が参加
●�実践活動・事業化支援のための連携体制の構築に
取り組んだ。地域のエネルギー利用拠点として、独
立太陽光発電システムを公民館に設置し、小水力
発電の適地等について検討を行った。

活動内容と成果
●�薪材の地域内供給を行うため、地域での間伐を行
うもり森応援隊を結成し、間伐研修を行った
●�間伐における作業安全を確保するため、森づくり
安全研修に参加し、安全管理力を高めた
●�地域住民主体のワークショップにより、里山景観設
計図（いじら・さとやま遊歩道構想図）を策定した
●�里山景観設計図をもとに、さとやま遊歩道づくり
のための土台作り、及び、地域住民主体による植
樹、ウッドチップの散布作業を行った
●�地域での木育活動として、スウェーデントーチの
ワークショップを1回開催した

課　題
鳥取は自然に恵まれ、地域エネルギー利用を中山間
地域の再生の鍵にできる可能性があるが、多様な地
域活動が展開されている一方で、耕作放棄地の増加
や森林荒廃が進んでいる。

目　標
分野横断的な人材を育成し、実践を支援する体制が
構築されることにより、鳥取で地域エネルギー事業
も取り入れた、中山間地域の再生に取り組む地域・
主体を増やす。

課　題
今まで密接していた森とひととの暮らしの関係が現
代において離れてきており、それにより森林の荒廃、
また、自然災害時の林地残材の流出などが課題と
なっている。

目　標
森林資源を活用して森や木の価値を再評価し、森と
ひととの暮らしの関係を再構築することで、森と親
しみ、森とともに暮らす調和のとれた木のある暮ら
しづくりを実践すること。

市民エネルギーとっとり

（一社）　伊自良の里振興協会

中山間地域の再生に資する
総合的な地域環境教育実践活動

木のある暮らしづくり

基礎講座　きこう。話そう。気候変動の今

さとやま遊歩道の共同作業

実地研修　防災と地域の資源活用

さとやま遊歩道の打ち合わせ
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地域で開催した
イベント参加者数 210 人

もり森応援隊メンバー 16 人

地域イベント開催数 10 回

さとやま遊歩道に
関わった地域住民 13 人

今年度計画の達成度 90 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 30 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
複数の連携団体の拠点は広範囲に点
在していることから、スケジュール
調整やイベントの企画に手間取るこ
とがあった。

■工夫した点
地域のニーズを確認しながら、これ
まで連携できていなかった地域の方
や団体等と、企画段階から話し合い、
具体化した。

■苦労した点
もり森応援隊において、間伐におけ
る森づくりの安全研修ができる講師
を探すのに苦労をした。

■工夫した点
地域住民が主体的に関われるよう
に、共同作業などの機会を多く設け
るとともに、連携する大学の学生に
も呼びかけた。

自然と共生する里山生活や農村文化の継承につながる小規模な連続講座と並行
し、地域の課題解決につながる地域エネルギー利用拠点を実現していく。多様な世
代間、まちと農村の暮らしをつなげながら人材の育成を行う。

間伐による薪の供給、さとやま遊歩道による森林公園の造成、及び、当該地域の環
境に合った木育プログラムを進めることで、森とひととの暮らしの関係の再構築
を行い、木のある暮らしを実践していく。
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